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第 7 章は第 2 章から第 6 章までの成果をもとに，ロータの動力学を実際のロータ系の設計にうまく
取入れるために， Q ファクターを基準とした最適設計指針を与えている。
第 8 章は本論文の結論をまとめている。
論文の審査結果の要旨
本論文は，最近の大容量蒸気タービン発電機に代表される長大な多軸受回転機械の振動特性を解析
する手法を提案し，安全運転のための実用的な設計指針を与えたもので，その主要な成果を要約する
と，次の通りである。
(1) 長大な多軸受弾性ロータ系の振動特性は，従来用いられた単純なモデルによる振動理論やロータ
つりあわせ理論では予測できないことを示し，実用に適した解析法と新しく開発したモード円つり
あわせ法を提案し，実機運転によってその有用性を検証している。
(2) このような回転機械の安全運転に対して，特に注意を払わねばならない種々の問題点を指摘し，
その解決法を示している D
(3) 複雑なロータ系の振動問題に対して，全体を一つのシステムとみなして最適設計を行う設計基準
として， Q ファクタ一法を提案し，各種の実例で，その有効性を示している。
以上のように，本論文は多軸受弾性ロータ系の振動解析について新しい方法を示すとともに，振動
による事故防止に対し，設計上重要な種々の知見を得たもので，機械工学に貢献するところが大きい。
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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